
- 15 - 

令和７年第２回東北町議会定例会会議録 

 

令和７年６月１０日（火曜日）午前１０時００分開議 

 

〇議事日程（第２号） 

 日程第１ 一般質問 

                                  

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 一般質問 

                                  

      ◎一般質問 

〇議長（岡山粕男君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問の通告は３名であります。 

  通告順に発言を許します。 

  ５番、蛯名竜也議員は、一問一答方式による一般質問です。蛯名竜也議員の

発言を許します。 

            〔５番 蛯名竜也君登壇〕 

〇５番（蛯名竜也君） おはようございます。５番、蛯名竜也です。今年３月31日

をもって、旧上北町、旧東北町が合併し、新東北町として20周年を迎えました。

そこで、今年は様々なイベント等で記念行事が開催されると伺っております。

私も、どんな行事が催されるものか、今から楽しみにしております。 

  それでは、私から大枠で２点の事項について質問させていただきます。まず、

１点目の質問といたしまして、20周年を迎えた当町は合併当初に合併特例債と

しての起債限度額はどのくらいで、どういった事業にどのくらいの金額を使っ

ているものなのかをお知らせください。 

  合併特例債は、もちろん借入金ですので、返済しなければなりません。既に

返済が始まっているのであれば、返済状況と今後の返済計画についてお知らせ

ください。 

  次に、２点目の質問といたしまして、来年、2026年に国民スポーツ大会が開

催予定ですが、当町での競技の種目と開催場所をお知らせください。 
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  また、選手団を迎えるに当たり、当町ではどういったお考えを持って準備を

しているのかお知らせください。 

  以上、答弁をよろしくお願いします。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

            〔町長 長久保耕治君登壇〕 

〇町長（長久保耕治君） 改めましておはようございます。それでは、５番、蛯

名竜也議員のご質問にお答えをいたします。 

  質問事項１の合併特例債の使用状況と返済計画についてお答えをいたします。

質問要旨の当町で合併後に合併特例債を使用した事業と金額をお知らせくださ

い。また、返済が始まっているのであれば、返済状況と返済計画をお伺いしま

すについてでありますが、合併特例債は、合併によって新たに生まれた市町村

が、新しいまちづくりに必要な事業の財源として利用できるという、いわゆる

国が平成の大合併を推進するための優遇措置として設けた地方債であります。 

  合併に伴って必要となる事業の経費を国が支援し、合併市町村の一体性の速

やかな確立を図るという趣旨で設けられたもので、対象事業費の95％まで充当

可能で、償還時には元利償還金の70％を普通交付税の基準財政需要額に算入で

きることとなっております。 

  発行可能額は、合併に関係した市町村数や人口規模などに応じて決定され、

本町における発行可能額は、整備事業分69億2,460万円、基金造成分11億

4,310万円、合計で80億6,770万円となっております。 

  本町の合併特例債の主な使用状況は、合併初年度の平成17年度に、合併に伴

う住民の連帯の強化及び地域振興のための事業費用に充てるための基金造成分

として、発行可能額の満額11億4,310万円を借入れし、合併振興基金に積み立

てております。 

  整備事業分の使用状況は、道路整備関係では、上北地区の町道整備事業は平

成20年度から28年度に８億2,830万円、両地区を結ぶ町道蓼内・根前線整備事

業は平成18年度から平成24年度に６億100万円、外蛯沢地区と甲地地区を結ぶ

町道外蛯沢・甲地線整備事業は平成18年度から平成27年度に５億5,250万円、

内蛯沢集落から分庁舎を結ぶ内蛯沢乙供線及び間手場幹線整備のアクセス道路

整備事業は平成22年度から平成26年度に２億1,690万円など12事業で、28億
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1,940万円を借り入れております。 

  施設の建築・改修関係では、ながいも洗浄選別・貯蔵施設整備事業は平成19年

度から21年度に10億4,640万円、小川原湖交流センター宝湖館建設事業は平成

20年度から平成24年度に４億7,390万円、東北町武道館整備事業は平成28年度

に３億2,840万円、上北中学校校舎改修事業は平成19年度と平成20年度に２億

4,120万円など12事業で、30億6,290万円の借入れをしております。 

  その他の整備事業で、汚水処理施設整備に係る公共下水道事業補助金に５億

6,130万円など11事業で、９億9,110万円を借入れしており、合計で36事業に活

用し、80億1,650万円を借入れしております。 

  合併特例債の借入れは、合併初年度の平成17年度から平成29年度の間に借入

れを行い、償還残高のピークは平成25年度末の54億4,345万3,000円、元利償還

金のピークは平成27年度の６億6,759万6,000円がそれぞれピークとなっており

ます。 

  また、令和６年度末現在での償還残高は９億748万7,000円で、令和６年度の

元利償還額は２億9,920万1,000円となっております。今後の元利償還額は、年

々減少していき、７年後の令和14年度に完済する計画となっております。 

  次に、質問事項２の国民スポーツ大会に向けての当町での取組についてお答

えをいたします。質問要旨の来年度開催予定の国民スポーツ大会で当町での競

技種目と開催場所をお知らせください。また、開催に向けて、当町での取組を

お伺いいたしますについてでありますが、第80回国民スポーツ大会及び第25回

全国障害者スポーツ大会は、来年10月に県内20市町村を会場に正式競技37種目

が開催となります。 

  本町においては、令和８年10月17日から19日までの３日間、南総合運動公園

野球場とソフトボール場を主会場に少年男子ソフトボール競技が開催されるこ

ととなっております。 

  また、障害者国民スポーツ大会においても、令和８年10月23日から26日まで

の４日間、南総合運動公園ソフトボール場を主会場に知的障害者のソフトボー

ル競技が開催されることとなっております。 

  開催に向けての本町での取組ですが、今年度は主会場の施設整備及び公園内

の環境整備、競技に必要な備品購入など準備を進めてまいります。 
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  また、昨年11月末に関係機関、諸団体で構成される実行委員会を設立してお

り、今後総務企画、競技式典、宿泊衛生、輸送交通の４つの専門委員会を随時

開催して、各専門委員会による実施計画を作成し、全国から来ていただく選手

が伸び伸びとプレーできるよう、受入れ態勢を整えていくところであります。 

  国民スポーツ大会は、その開催県、競技を実施する各市町村と地域の人々に

よって盛り上げていくことが大切であると認識をしております。このことから、

町民の関心や参加意欲を高めるため、積極的な広報活動や大会に向けての周知

が必要と考えております。 

  そうした中で、全国から来ていただく選手はもとより、関係者の皆様、また

町内外から応援、観覧に来られた皆様に、いで湯の里東北町の温泉につかって

いただき、町の特産品を食べてもらいながら、町民との交流を深めて、楽しか

った、来てよかったと思えるような大会にしたいと思っておりますので、ご理

解を賜りたいと存じます。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 答弁ありがとうございました。何点か再質問させていた

だきます。 

  先ほどながいも選別とか交流センターとか武道館とか説明あったのですけれ

ども、それは特例債を使った金額ですので、合計の金額が分かれば教えてほし

いのですけれども、よろしくお願いします。 

〇議長（岡山粕男君） 財政課長。 

〇財政課長（洞内一也君） お答えいたします。 

  各種事業の関連経費を含めた総事業費でお答えいたします。ながいも洗浄選

別・貯蔵施設につきましては合計で21億1,000万円ほど、交流センターにつき

ましては17億6,000万円ほど、武道館につきましては６億4,000万円ほど、あと

上北中学校の校舎改修につきましては４億1,000万円ほどの事業費となってご

ざいます。 

  よろしくお願いします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 分かりました。整備事業の説明はあったのですけれども、
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何かソフト面で事業があれば教えてもらえれば、なければないでいいので、ソ

フト面のほうありますか。 

〇議長（岡山粕男君） 財政課長。 

〇財政課長（洞内一也君） お答えいたします。 

  整備事業分でのソフト事業というのは、まずございません。あくまでも施設

整備でございますので、基金事業でソフト事業はできることにはなっておるの

ですけれども、当町の場合、施設整備のほうに重点を置いて整備してまいりま

したので、完全なソフト事業というのはございません。ただ、各小中学校のタ

ブレット端末の導入の経費として一部充当しているのがございます。 

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） それでは、合併特例債は合併市町村の一体性の速やかな

確立を図るという趣旨で設けられた地方債であるということですが、そういっ

た確立が図られたのか、合併特例債を使用した効果はあったのかお伺いします。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

〇町長（長久保耕治君） 蛯名竜也議員にお答えをいたします。 

  最初の答弁にもありましたように、合併特例債というのはほかの起債、ほか

にもいろいろ地方債というのはございますが、それに比べると大変有利な借入

れができる起債でございます。先ほどの説明のとおり、その事業費に充当でき

るのが95％、ほかの起債だと90％、またそれ以下の起債も多うございます。ま

た、交付税算入率、簡単に言いますと使っても交付税として戻ってくるという

考え方でよいかと思いますが、そういったのが70％戻ってきますので、実際は

残り分が自分たちの単費として出されるということになります。そういった起

債というのはなかなかほかには、例えば過疎債であったり、辺地債であったり

という、極めて特殊な起債でないとございません。そういった意味で、先ほど

蛯名議員からも質問があったように、本町においては整備事業、いわゆる施設

の整備を中心に行ってまいりました。そういった整備を合併特例債で行うこと

によって、いわゆる予算をうまく流用することによって、他のソフト事業に対

しても予算を充当できることが可能になったというふうに考えておりますので、

やはりこの合併特例債の効果は極めて大きかったのではないのかなというふう
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に思っております。 

  以上、説明とさせていただきます。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） ありがとうございます。 

  合併特例債は、国が支援するとはいえ、あくまでも借入金であることから、

財政に対する負担、影響はなかったのか、もう一度お願いいたします。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

〇町長（長久保耕治君） お答えをいたします。 

  先ほどと大体似たような感じに、重複する部分があると思うのですが、確か

に借入金でございます。返済をしていかなくてはなりませんが、やはりちょっ

と答えが一緒になってしまって大変申し訳ないのですが、交付税算入率が極め

て高いということが一つ起債のポイントになると思います。ですので、７割戻

ってくるという中で、町をしっかり組み立てていく。そしてまた、この合併特

例債がなければ、こういった施設を例えば建設するために、ほかのちょっとこ

れよりも不利な起債、利息が高かったりとか、交付税算入率がなかったりとか、

そういった起債を借りてしまいますと、やはり町に対する負担が大きくなる。

そういった意味では、こういった起債があったのは、町をこれから前に進める

ためにも渡りに船の起債であったのではないかなと思います。それを基にして、

20年前、そして現在に至るまで、うまく利活用しながら町づくりをしてまいっ

たものと私は理解をしておりますので、蛯名竜也議員もご理解をいただければ

と思います。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 有利な起債ということですが、普通交付税には算入され

るのですが、普通交付税に含まれると一般財源になると思うのです。一般財源

になるのであれば、別に積み立てているわけでもないし、違う事業にも使われ

ているのではないかと思うのですけれども、その辺はどんな感じでしょうか。 

〇議長（岡山粕男君） 財政課長。 

〇財政課長（洞内一也君） お答えいたします。 

  普通交付税に算入されると申しますのは、歳出のほうの基準財政需要額に償

還額の70％、合併特例債につきましては70％が算入されると、需要額として積
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み上げとなります。交付税の交付にあっては、それから基準財政収入額という

のが差し引かれまして、交付税の交付額が決定するのですけれども、合併特例

債の償還額が需要額に算入されたことによって、差引き分の交付額が増える形

になります。あくまでも議員おっしゃるように交付税は一般財源ですので、町

長の采配に、裁量によりまして予算化することができますので、ご理解いただ

ければと思います。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 先ほど答弁で、合併後に地域振興のための基金造成とし

て合併振興基金に11億4,310万円を積み立てたということですが、これまでの

合併振興基金の使用状況と今後の計画があれば教えてください。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

〇町長（長久保耕治君） これまでの使用状況は、先ほどお話しさせていただい

た部分がございます。 

  今後の計画については、担当課長、財政課長のほうから説明をさせます。 

〇議長（岡山粕男君） 財政課長。 

〇財政課長（洞内一也君） お答えいたします。 

  合併振興基金への基金造成につきましては、起債対象事業費に対しまして

11億4,310万円を借入れしたものでございます。基金への造成額といたしまし

ては、12億330万円を基金造成してございます。 

  基金のこれまでの活用状況でございますが、東北小学校改築事業に３億270万

円、上北小学校改修事業に１億9,290万円、外蛯沢地区取水施設整備及び新町

ポンプ場取水ポンプ設置等に係る上水道事業補助金に１億1,926万円、東北町

保健福祉センター温泉井戸掘削事業に8,200万円、先ほど申しましたけれども、

学校情報通信技術環境整備備品購入事業、これ先ほどのタブレットでございま

すが、の整備に係るものに6,606万円など11事業に８億3,582万円を充当いたし

まして、６年度末での基金残高が３億8,884万5,000円となってございます。 

  また、今年度は、丘ノ上団地屋根外壁改修事業に1,700万円、丘ノ上団地給

水ポンプ更新事業に1,100万円、上北中学校空調設備整備事業に300万円、合計

で3,100万円を充当する計画としてございます。 

  今後は、合併20周年を迎えたこともありますので、さらなる東北町発展のた
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め、住民の連帯強化及び地域振興につながる事業を模索しながら基金を使い切

りたいと考えてございますので、ご理解をいただければと思います。 

  以上、よろしくお願いします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） ありがとうございます。 

  町長の答弁にもありましたように、我が町は合併20周年を迎えました。合併

20年で新東北町がどうなったのかを検証、例えば振り返ることも必要であると

思うのですが、町長の考えをお聞かせください。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

〇町長（長久保耕治君） 蛯名議員にお答えをいたします。 

  平成の大合併を経て20年ということで、当初はやはりお互い、違う地域同士

だったということもあって、様々な部分で戸惑いもありましたし、まさに町制

施行からの町づくりは、おのおの違った形の町づくりもあったということで、

うまく融合していくことは当初は極めて難しかったのではないのかなというふ

うにも思っております。 

  しかしながら、10年、20年と経過することによって、やはり町を一つにして、

全体を発展させていくということがこの町にとって必要だと。世代も変わって

きて、やはり心を一つにこれから向かっていかなくてはならないという機運は、

以前に比べて出てきているのではないのかなというふうに思います。 

  そういった意味で、こういった合併特例債を今後使っていくに当たっての、

まさに看板に掲げているような、この合併特例債のみにかかわらず、様々な部

分で全町民の皆さんの意見を聞いてやっていくこと、またこれまでやってきた

ことを、先ほど蛯名議員がご指摘していただいたように、しっかり検証しなが

ら、例えば修繕する部分も出てくるでしょう。例えばこれからの時代、必要か、

いや、これからはあまり必要なくなるものもあるのではないか、それも含めた

形で検証する。また、新しいものが必要になってくるかもしれない。そういっ

たことを議員の皆さんも含めてしっかり検証しながら、10億以上あった基金が

３億8,000万、約４億まだあります。この４億をいかに有効的に使っていって、

両地区が融和に満ちた地域にしていく、発展していくということを、それこそ

前に進めていかなくてはならないというふうに、今合併して20年で町長という
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立場にあって、痛切に考えて思っているところでございます。議員にもこれか

らもご協力をいただきながら、そういったことを含めて、町全体を俯瞰してい

ろいろとアドバイスをいただきながら、町民の方々が納得いくような東北町に、

しっかり前に進めてまいりたいと思っておりますので、ご協力もお願いをしな

がら、ご理解をいただければと思います。 

  以上であります。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 町長、そのとおりなのです。だから、町民の行政に対す

る多様な意見、また要望等があれば、その声に耳をしっかり傾けて、町民に合

併してよかったなと思われる町づくりにこれからもご尽力いただければなと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、国民スポーツのほうに移りたいと思います。先ほど答弁があっ

たのですけれども、少年ソフトボール競技、これは何チームが来られるか教え

てください。 

〇議長（岡山粕男君） 社会教育スポーツ課長。 

〇社会教育スポーツ課長（乙供信博君） お答えいたします。 

  少年男子ソフトボール競技については、高校生が対象となりますけれども、

13チーム、全国からのブロック選抜という形で、ご来町することになります。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 13チームとか言ったのですけれども、結構な人数が来る

と思われるのですけれども、その選手なり役員等が多分宿泊すると思うのです

けれども、その宿泊施設のほうはどうなっていますか。教えてください。 

〇議長（岡山粕男君） 社会教育スポーツ課長。 

〇社会教育スポーツ課長（乙供信博君） お答えいたします。 

  選手、役員に対する宿泊のあっせんについては、県が宿泊・輸送業務を契約

している旅行会社、バス運送会社による共同企業体が行うこととなります。そ

の共同企業体が令和６年度に県内の宿泊等施設に対して調査したところですけ

れども、東北町の町内の旅館、公共施設等含めて８施設のうち、未回答が１施

設あるのですけれども、大人数に対する１泊２食の宿泊対応ができない等の理

由により提供辞退が４施設ありましたけれども、町内の宿舎、原燃テクノロジ



- 24 - 

ーセンター、あと小川原湖青年の家、北総合運動公園の合宿所含めての３施設

については受入れ可能となっております。選手、競技役員に対する会期中の宿

泊想定数は最大225人になりますけれども、その225人に対する提供数は満たし

ているとの報告を受けております。 

  今後ですけれども、県との協議の上、宿泊、配食とか、宿泊料金等について

は検討していくところでございます。また、選手、競技役員以外の宿泊のあっ

せん等については、観戦に訪れる多くの方々が町内の旅館等に宿泊するよう、

ホームページの宿紹介を充実させる等、今後検討していきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 課長、そのとおりです。やっぱり町内にも旅館等が結構

ありますので、結構なＰＲをして、幾らでも町内に泊まれるようにしてくださ

い。 

  それでは、せっかく人数がいっぱい来るのですから、会場での町として、ま

た観光協会、様々な露店等がそこの会場で出せるようになっているのか、どう

なっているかちょっと教えてください。 

〇議長（岡山粕男君） 社会教育スポーツ課長。 

〇社会教育スポーツ課長（乙供信博君） お答えいたします。 

  会場内において、おもてなしブースの町特産品を使った汁物の無料提供や、

東北町の温泉の素、入浴剤の無料配布、出店ブースのエリアを設ける予定でご

ざいます。ただし、衛生基準や出店料金、また出店条件等、県の調整等が今後

必要でありまして、現在そこの部分については売店の設置運営要綱を作成中で

ございます。できるだけ来場される方が楽しまれていくように、今後計画のほ

うを進めていきますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 出店等はできる可能性があるということですが、大会が

多分午前午後もかかると思うのですけれども、大会中の弁当等はどうなってい

ますか。町内に弁当を頼めるものなのか、何か違うことがあるのか教えてくだ

さい。 

〇議長（岡山粕男君） 社会教育スポーツ課長。 
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〇社会教育スポーツ課長（乙供信博君） お答えいたします。 

  選手、役員等の弁当の手配についてですけれども、町内の業者を優先と考え

ております。ただし、日本スポーツ協会が定めます弁当の調達の施設基準、具

体的には１回につき100食以上提供可能か、また弁当についてはアレルギー食

材の表示が可能か等、その辺の食品衛生対策の基準を満たすかの判断となりま

すので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 基準を満たしている業者があれば、優先的にそこはお願

いしたいと思います。 

  それで、選手等の移動について聞きますけれども、結構な人数が移動すると

思うのですけれども、この移動については何かお考えあるか教えてください。 

〇議長（岡山粕男君） 社会教育スポーツ課長。 

〇社会教育スポーツ課長（乙供信博君） お答えいたします。 

  選手の輸送については、ただいま輸送交通業務に関する実施要綱を作成中で

ございますが、過去に開催されたソフトボール競技の実績によりますと、バッ

トやヘルメットなど道具が多いことから、バスでの来県チームが多く、輸送計

画による配車が、その開催の町村によっては例年一、二台程度でしたので、バ

ス以外の来県チームについては町所有のバスで対応と考えております。 

  スムーズな選手の輸送や観戦者の来場に対応するため、会場案内については

上北道路及び主要道路、上北駅から会場の案内看板を設置予定であります。観

戦者については、文化センター及び図書館前の駐車場を想定しておりまして、

駅から駐車場、その後の会場までのシャトルバスの運行のほうも考えておりま

す。 

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 考えているということで、今しているのだなと思います

けれども、大会期間中、町民も移動があると思うのですけれども、町民のほう

に迷惑かからないように、スムーズに送迎ができるようなシミュレーションを

再度お願いしたいと思います。 

  大会がもう来年に迫っていますけれども、まだいまいち町民も、町内で何が
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あるか分からないということもありますので、町の大会のＰＲ方法については

どう考えているかお聞かせください。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

〇町長（長久保耕治君） お答えをいたします。 

  最初の答弁にもありましたように、何せ昨年11月に実行委員会が組織をされ

たということで、随時専門委員会で、もっともっと周知に力を入れていかなく

てはならないなということが１点でございますので、まずはそれをしっかり進

めてまいりたいということでございます。 

  もう一つとして、では実際今どういった形で進めているのかということには、

１つとしては、町の役場にも貼ってありますが、ポスターないし皆さんもお見

かけしたことがあるかと思いますが、国スポのソフトボールのジャケットとい

いますか、青い、そういったものを着て、東北町独自のものを作って、様々な

スポーツイベントで、私もそうなのですが、担当課のスタッフの方々が着て、

今ＰＲしているところです。そういった中で、そのジャケットをお見かけした

町民の方々の中には、そのジャケット、私たちも欲しいなと、そういった声も

聞かれましたので、そういったことも、皆さんが着ると機運も高まるでしょう

し、やはりそれが町の分からない人に対するＰＲにもなると思いますので、そ

ういった声があれば、どんどん積極的にできる方法を考えてまいりたいと思っ

ております。 

  今後は、もちろんＳＮＳを積極的に使ったりとか、町民の方々にはのぼり旗

を設置したりして、しっかりＰＲをしていくということ。また、関係団体、も

ちろんスポーツ団体のみならず町にお越しになる方は、この東北町には何があ

るのだろう、何かおいしいものがあるのかな、何かいい場所があるのではない

かと、そういったことも期待しながらいらっしゃる方々が多いと思います。そ

ういった方々のご期待にも応えたいという思いもございます。観光協会の皆さ

ん、そして商工会の皆さん、また農家の若い方々たちにも協力をしてもらいな

がら、東北町のいいところをどんどん、どんどんＰＲできるような場所をつく

ってまいりたい。それがブースであったりということになるかと思います。ま

た、そういった形の中で、東北町のおいしいものを提供できるブースも何とか

検討してまいりたいですし、先ほどちょっと宿泊施設、宿泊はちょっとできな
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いかもという、そういった宿泊施設の方々の声もありましたが、そういった宿

泊施設に、せめて温泉をちょっと楽しみたいとか、そういった形で誘導できる

ような温泉マップとか、観光マップとかをしっかり駆使しながら何とか、とも

するとスマートフォンなんかでも検索できるような仕組みもつくっていけば、

様々な年代の方々に分かりやすい情報を提供できるのではないのかなというふ

うに考えております。 

  議員の皆さんと様々な地域に行ったり、要望活動に行っても、東北町また小

川原湖であったりというものの周知というものは、残念ながら私たちが思って

いるほどではない、そういったことを皆さん痛感しているかと思います。こう

いったことは大変いい機会だと思います。こういった機会で、青森県には東北

町があるのだと、小川原湖があるのだと、そこではすばらしい食材がたくさん

取れて、すばらしい観光、また楽しめる場所があるのだということをしっかり

ＰＲできるように、絶好の機会と捉えて、まずは町民の皆さんと一体になった

取組をしてまいるよう、内での活動に大会前はしっかりご出資してまいりたい

と思っておりますので、議員の皆様、また蛯名議員もぜひぜひご協力いただけ

ればと思います。 

  以上でございます。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯名竜也議員。 

〇５番（蛯名竜也君） 町長言ったとおり、そのとおりだと思います。選手、役

員が東北町に来るのは、これが最初で最後かもしれないので、町の特産品のＰ

Ｒ、町が誇れる温泉、小川原湖のＰＲ等をしっかりしてもらえるように、やっ

ぱり東北町に来てよかったなと思えるような大会にしたいと思いますので、そ

のことをお願いして私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございま

した。 

〇議長（岡山粕男君） これで５番、蛯名達也議員の一般質問を終わります。 

   


